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奈
良
県
の
製
造
業
は
中
小
企
業（
３
０ 

０
人
以
下
）が
99
・
１
％
を
占
め
て
お
り
、

中
小
企
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
奈

良
県
全
体
の
経
済
活
性
化
に
繋
が
り
ま

す
。
そ
の
中
で
産
業
界
に
必
要
と
さ
れ
る

地
域
の
担
い
手
を
育
成
し
、
地
域
産
業
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
る
の
が
工
業
高
校
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

奈
良
県
に
は
工
業
系
専
門
学
科
が
あ

る
高
等
学
校
が
４
校
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
歴

史
も
古
く
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら

特
徴
を
活
か
し
た
様
々
な
教
育
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

連
合
奈
良
金
属
部
門
連
絡
会
で
は
、
も

の
づ
く
り
産
業
の
発
展
に
向
け
、
工
業
高

校
に
お
け
る
教
育
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
２
０
０
８

年
に
は
じ
め
て
、
知
事
と
の
懇
談
会
の
中

で
県
内
工
業
高
校
・
商
業
高
校
の
活
性

化
に
向
け
た
政
策
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

奈
良
県
に
お
け
る
工
業
高
校
教
育
の
充
実
・
強
化
に
向
け
た

金
属
部
門
連
絡
会
の
取
り
組
み

内
容
は
金
属
労
協
の
「
政
策
・
制
度
課
題
」

に
沿
っ
た
も
の
で
し
た
が
、
机
上
で
調
べ

た
情
報
に
頼
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
一
般
的

な
内
容
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

高
等
学
校
教
職
員
組
合
と
の

連
携

　

知
事
へ
の
提
言
で
取
り
上
げ
る
に
あ
た

り
、
奈
良
県
の
工
業
高
校
の
現
状
は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
考
え
た
時
、
そ

れ
を
知
る
者
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
高
等

学
校
教
職
員
組
合
（
以
下
、
高
教
組
）
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
快
諾
を
い
た
だ
き
、
県

内
高
校
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た

だ
い
た
の
が
、
高
教
組
と
の
連
携
の
始
ま

り
で
す
。

　

そ
の
後
も
継
続
し
て
意
見
交
換
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
な
か
で
、
知
事
提
言

に
お
け
る
「
も
の
づ
く
り
教
育
の
強
化
・

工
業
高
校
へ
の
支
援
」
の
内
容
に
つ
い
て

も
、
高
教
組
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

共
同
で
内
容
の
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
“
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
”
と

の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
実
際
に
高

校
の
現
状
を
視
察
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
別
件
で
す
が
、「
も
の
づ
く
り
教

室
」
に
つ
い
て
も
連
携
し
、
県
内
工
業
高

校
の
生
徒
さ
ん
に
子
供
た
ち
に
教
え
る
立

場
で
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

県
内
工
業
高
校
の
視
察
を
実
現

　

２
０
１
０
年
に
、
連
合
奈
良
金
属
部
門

連
絡
会
委
員
（
連
合
奈
良
・
自
動
車
総
連
・

Ｊ
Ａ
Ｍ
・
電
機
連
合
お
よ
び
高
教
組
）
が

出
席
し
、
県
内
工
業
高
校
２
校
を
初
め
て

視
察
し
ま
し
た
。

　

視
察
を
終
え
て
見
え
て
き
た
課
題
と
し

て
は
、

・
老
朽
化
に
伴
う
設
備
の
更
新
が
進
ま
な

山
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勝
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い
た
め
、各
種
資
格
検
定
の
機
械
と
実
習

で
使
用
す
る
機
械
と
の
格
差
が
大
き
い
。

・
高
校
間
で
も
差
が
あ
る
が
、
教
育
設
備
・

材
料
の
不
備
が
目
立
つ
。

・
教
育
現
場
と
企
業
ニ
ー
ズ
を
よ
り
近
づ

け
る
た
め
に
は
、
学
校
と
企
業
双
方
の

交
流
機
会
が
必
要
。

・
生
徒
の
持
つ
可
能
性
を
引
き
出
せ
る
工

夫
や
努
力
は
さ
れ
て
い
る
が
、
限
界
が

視察の様子
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あ
り
予
算
が
無
い
で
は
済
ま
さ
れ
な
い

状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
。

等
々
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
課
題
を
踏
ま
え
、
同

年
11
月
、
改
め
て
、
以
下
の
よ
う
な
知
事

へ
の
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

展
、
高
度
な
科
学
技
術
の
発
展
な
ど
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、「
連
携
と
協
力
に
関
す

る
包
括
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
連
携

事
項
の
中
に
は
、「
高
度
な
理
科
系
及
び
工

業
教
育
の
促
進
に
関
与
す
る
こ
と
」
も
含

ま
れ
て
お
り
、
機
械
工
学
科
が
あ
る
工
業

高
校
３
校
に
対
し
、
最
新
鋭
の
工
作
機
械

の
貸
し
出
し
及
び
各
種
機
材
の
提
供
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
在
学
中
の
学
習
内

容
や
進
路
な
ど
に
関
連
し
た
体
験
学
習
及

び
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
も
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
に
は
、
県
と
の
包
括
協
定

に
よ
り
最
新
鋭
の
工
作
機
械
が
貸
し
出
さ

れ
た
２
校
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
新
鋭
の
５
軸
／
複
合
加
工
機
を
使
い
、

今
ま
で
に
な
い
技
術
革
新
に
対
応
し
た
教

育
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
な

中
で
、
企
業
か
ら
指
導
員
を
招
き
、
工
業

高
校
の
担
当
職
員
へ
の
指
導
も
進
め
ら
れ

て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
最
新
の

技
術
革
新
へ
の
対
応
や
応
用
が
出
来
る
よ

う
、
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
加
え
て
材
料
費
や
修
繕
費
、
ト

ラ
ブ
ル
時
の
対
応
な
ど
、
新
た
な
課
題
も

多
く
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
工
作
機
械
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
こ
れ
を
駆
使
し
て
使
用

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
最
新
機
械
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
り
、
指
導
の
難
し
さ
も
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
現
在
の
も
の
づ
く
り
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
デ
ー
タ
処
理
や
情
報
収

集
と
そ
の
活
用
能
力
に
関
連
す
る
実
習
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年

で
大
幅
に
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
２
０
１
４
年
に
２
校
、
２
０

１
６
年
に
２
校
を
視
察
、
２
０
１
８
年
に

は
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
を
初
め
て
視

察
い
た
し
ま
し
た
。

　

高
専
で
は
、
専
門
的
か
つ
最
新
の
実
践

的
な
授
業
が
多
く
、
ま
た
設
備
も
充
実
し

て
お
り
、
工
業
高
校
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
教

育
に
対
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
違
い
も
あ
り

ま
す
が
、
実
習
設
備
の
充
実
を
図
る
必
要

性
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

奈
良
県
と
県
内
企
業
の
﹁
連
携

と
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
﹂

締
結
を
受
け
て

　

平
成
29
年
３
月
、
県
と
県
内
企
業
１
社

が
、
緊
密
な
相
互
連
携
と
協
働
に
よ
る
活

動
の
推
進
に
よ
っ
て
、
奈
良
県
産
業
の
発

最新の設備を視察

ＰＣを活用した授業の様子

知事への提言（抜粋）

　工業・実業高校の特色を生かし、科学技術の進歩、産業
構造の変化に対応した、子どもたちにとって魅力ある学校
づくりを行っていくことにより、ものづくり現場での人材
を確保していくことが求められています。
　工業・実業高校において、地場の企業ニーズに応じた
人材育成を図るには、やはり最新の技術を習得すべきで
あり、これに応じた設備の更新も計画的に実施すべきと考
えます。さらに、学んだ知識や技術・技能を生かせるよう、
地場の企業や県中小企業支援センターと連携した就職の支
援活動も必要と考えます。
　教育現場からの声としては、実際に実習に携わる中で、
また魅力ある県内のものづくり企業を見学する中で、もの
づくりに対する向学心が高まり大いに成長する生徒が多く
見受けられる、との指摘があります。
　是非とも、奈良県におけるものづくり・製造業発展のた
めに、工業・実業高校への実習及び企業見学への早急なる
予算確保を切に要望します。
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新
た
な
展
開
に
向
け
て

　

今
ま
で
は
視
察
を
行
い
、
そ
の
成
果
を

知
事
へ
の
提
言
に
繋
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

県
へ
の
改
善
提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
耐
震
化
な
ど

の
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
現
予
算
で
の
実

験
・
実
習
設
備
の
更
新
や
修
繕
が
進
ん
で

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

奈
良
県
の
各
年
度
当
初
の
工
業
高
校
備

品
整
備
事
業
費
を
み
る
と
、
教
育
予
算
に

占
め
る
割
合
は
１
％
に
も
満
た
な
い
状
況

で
す
。

　

そ
の
様
な
状
況
の
中
、
今
後
は
知
事
提

言
を
継
続
す
る
一
方
、
県
議
会
で
取
り
上

げ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
働
き
か
け
を
行
い

た
い
と
考
え
、
２
０
１
９

年
の
視
察
時
に
は
、
電
機

連
合
奈
良
地
協
の
顧
問

議
員
で
あ
る
藤
野
良
次

県
会
議
員
に
同
行
し
て

い
た
だ
き
、
奈
良
県
か
ら

は
教
育
委
員
会
の
高
校

教
育
課
、
産
業
・
雇
用
振

興
部
の
雇
用
政
策
課
か

ら
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
是
非
、
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
継
続
し

た
検
討
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
奈
良
県
は
県
外

就
業
率
も
高
い
こ
と
か
ら
、
今
後
は
県
内

企
業
の
方
々
と
も
連
携
し
、
労
使
で
視
察

が
出
来
れ
ば
県
内
就
業
率
も
改
善
す
る
の

で
は
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
取
り
組
み

が
少
し
で
も
専
門
高
校
教
育
の
強
化
と
活

性
化
に
繋
が
り
、
専
門
高
校
が
地
域
に
必

要
と
さ
れ
る
存
在
と
な
り
、
県
内
の
雇
用

拡
大
、
企
業
の
活
性
化
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
連
合
奈
良
、
奈
良
県
と
も
連
携
し
、

継
続
し
た
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

労働の原点はものづくり

　時代の流れは更に加速され、AIや IoT等技術
革新による第4次産業革命から、人と技術を繋
ぐSociety 5.0時代へと進んできています。つま
り、人の心がおいていかれるのではないかと思
うほどのスピードで技術が進んできた流れから、
その技術と人、モノが共存していくことでバラ
ンスのとれた調和社会の実現をめざすというこ
とだと思います。
　そんな時代にあっても、「労働の原点はものづ
くり」であると思います。そのことを工業高校視
察などの活動を通じ、教育現場の充実を図り、
県内の次世代を担う人材育成に繋がることを期
待し、今後も継続して行きたいと考えます。

連合奈良
会長　西田　一美

奈良県における工業高校教育の充実・強化に向けた
金属部門連絡会との連携したとりくみについて

　2010年より4度、工業高校を訪問・見学いただきま
した金属部門連絡会の皆さまには、誌面をお借りして
感謝申し上げます。本当にありがとうございます。
　本稿にもありますように、工業高校備品整備事業費
は非常に少なく、老朽化した機器をメンテナンスしな
がら実習等を行っています。このとりくみを通じた知
事への政策提言が実を結び、県内企業から人やものの
支援を受けることが可能となりました。職業専門高校
に学ぶ生徒たちが、時代にマッチした環境で学習する
ことが出来るよう、また、産業経済の発展を担う人材
を育成する観点からも、学校内外から教育環境整備の
必要性を発信していくことが重要です。今後も連携し
たとりくみをお願いいたします。

奈良県高等学校教職員組合
執行委員長　近藤　伸一

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

3,617 4,200 11,000 2,594 10,000

奈良県の工業高校備品整備事業費の推移（当初予算）
（千円）

労働の原点はものづくり
奈良県における工業高校教育の充
金属部門連絡会との連携したとりくみについて

山 本　 勝 やまもと・まさる
電機連合奈良地方協議会　事務局長

２００２年８月 シャープ労組天理支部
（現まほろば支部）執行委員、
２００８年８月 同支部書記長、２０１６
年９月 電機連合奈良地協事務局長、現在
に至る。
その他、連合奈良副事務局長（非専従）、
奈良県最低賃金審議会委員なども努める。


